
2012 年 5 月 14 日

定例広報

東村山むさしのこども園

園長・野澤貴春

平成24 年 4 月 12 日、東京永田町の自由民主党本部会議室にて、自民党の幼児教育議連総会が行われました。内閣府より

子ども・子育て新システムについての説明がなされ、次いで、行政からの報告、全日私幼連からの意見聴取が行われました。

いやはや。大くの問題を抱えていますね。しかし、なぜに、多くの問題が発生するのでしょうか。

ここでも思います。「どうして、ニーズも役割も異なる幼と保の何もかもを、無理やり一つにしようとするのか。」

社会にとって、子どもにとって、どちらも必要であることは言うまでもなく、幼と保は、各々明確な存在価値と役割を果たし続

けています。そして、さらには、幼にも、幼の枠を超えた保育のニーズが望まれており、また、保育にも、教育的要素が望まれてい

ること、言うまでもありません。

主に、黄色の蛍光ペンでマーキングをした議論の内容。そして、そのさらに背景にある現場における数々の諸問題。「構築は可

能ではないか？」…我が学園は、あらゆるノウハウをもって、諸々の課題や問題に対し、柔軟に対応しうる可能性を追求しつつ、

新施設の構築に向かっています。

（仮称）「東村山むさしの総合こども園」。そこにある教育部と保育部にて構成されようとしている「幼保連携施設」は、各々の

役割を明確にしつつ、あくまで互いの理念を尊重し合った上での連携を目指しています。

また、既存の幼稚園に存在する環境や施設設備、また、教育ノウハウなどソフト面に至っても、保育園に対し有効活用できいう

るものが多々あります。また、逆も可なり。人、モノ、互いに必要なあらゆるものを共有し、合理効率化を目指すことは、環境向上、

保護者負担の軽減、しいては、財政への負担減にもつながる大切な努力項目かと捉えています。

ただし、二つの異なる施設の連携ということで、様々な懸念を払しょくし、両者にとって新たな風を取り入れるためには、幼保

双方、既存の概念や常識を、若干取り崩さなければならない点も、おのずと出てきます。教育に保育を、保育に教育を取り入れ

るのですから。

子ども達にとって、どちらも必須であり線引きのできない「教育」と「保育」の連携施設の構築。新たな形の保育園（保育部）

に対し、上記を実現するためにも、教育理解と教育参加への同意をはじめ、その他、多々なるご理解とご協力、宜しくお願い致

します。




